
国分寺市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画の評価について 

 

１ 概要 

 国分寺市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画評価等検討委員会（以下「検討

委員会」という。）では、計画に定める事業の進捗状況及び評価について御意見をい

ただきます。 

 

２ 流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⚫ 前年度の評価を翌年度に行います。 

（例）令和６年度の評価を令和７年度に行う。 

⚫ 計画初年度・２年度目は、年度ごとの進捗状況評価を行い、最終年度には計画期

間全体（３年間）の達成状況評価を行います。 

 

３ 評価票の構成 

 別紙のとおり 

事務局（各課）による評価（４月～６月） 

資料１ 

検討委員会にて意見を聴取（７月） 
 

市長決裁・評価決定（11月） 
 

市議会へ報告・公表（12月） 
 

介護保険運営協議会へ報告（１月） 
 



評価票は、「施策の方向」ごとに、「施策評価票」と「事業評価票」で構成されています。

１　施策評価票 ２　事業評価票

(１)進捗状況評価　（令和６年度・令和７年度） （１）達成状況（令和８年度）

各年度末までの進捗状況を評価します。次の３つから選択。 「施策の方向」の重点取組について、達成状況を記載します。

○ 目標達成に向けておおむね進行している。 次の３つから選択。

○ やや取組が遅れている。 A：目標を上回った。

○ 大幅に取組が遅れている。 目標値を100％以上達成しているもの。

B：おおむね達成した。

(２) 達成状況評価　（令和８年度） 目標値を80％以上100％未満達成しているもの。

第９期（３年）を経て目標を達成することができたかを評価します。次の４つから選択。 C：目標を下回った。

○ 目標以上に達成した。 目標値を80％以上達成できなかったもの。

○ おおむね達成した。

○ 目標を下回った。 （２）進捗状況（令和６年度・令和７年度）

○ 実施しなかった。 「施策の方向」の重点取組について、進捗状況を記載します。

（３）進捗状況/達成状況評価に関する説明 （３）取組状況

（１）・（２）の評価についての説明を記載します。 「施策の方向」の主な取組事業について、各年度末までの取組状況を記載します。

（４）検討委員会意見

施策評価票・事業評価票の評価について、国分寺市高齢者保健福祉計画・介護保険

事業計画評価等検討委員会の意見を記載します。

国分寺市高齢者保健福祉計画・第９期国分寺市介護保険事業計画　評価票
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施策評価票 １－１

基本目標１ だれもが楽しみを持って幸せに暮らすことができる 重点取組 生活支援・介護予防サービス体制整備の推進

施策の方向１ 担当課
（重点取組担当課には☆印）

☆高齢福祉課、地域共生推進課

令和６年度

進捗状況評価

進捗状況評価に
関する説明

検討委員会意見

達成状況評価

達成状況評価に
関する説明

検討委員会意見

市民同士の支え合い・助け合いの推進に向けて

令和７年度

令和６年度～令和８年度

令和７年度に事務局が記載 令和８年度に事務局が記載

令和９年度に事務局が記載

令和７年度に検討委員会の意見を記載 令和８年度に検討委員会の意見を記載

令和９年度に検討委員会の意見を記載
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事業評価票 １－１

基本目標１

施策の方向１

【達成状況】Ａ（目標を上回った）　Ｂ（おおむね達成した）　Ｃ（目標を下回った）

令和６年度 令和７年度 令和８年度

令和６年度 令和７年度 令和８年度

１－１

基本目標１

施策の方向１

令和６年度 令和７年度 令和８年度

住民主体の支え合い
による支援

（サービスＢ）
高齢福祉課

老人クラブの支援 高齢福祉課

介護支援ボランティア
の育成

高齢福祉課

シルバー人材センター
の支援

地域共生推進課

敬老事業 高齢福祉課

だれもが楽しみを持って幸せに暮らすことができる

市民同士の支え合い・助け合いの推進に向けて　（重点取組）

事業名 事業内容 指標 令和８年度目標値

事業名 事業内容
取組状況

担当課

達成
状況

進捗状況
担当課

生活支援・介護予防
サービス体制整備の

推進

国分寺市及び地域の関係団体が参
加する生活支援・介護予防サービス
整備推進会議で、高齢者の生活支
援及び介護予防サービス体制整備
の推進に向け協議を行います。ま
た、各地域包括支援センターに配置
した第２層生活支援コーディネーター
が地域において活動できるように、
協議体開催の支援等を行います。

生活支援・介護
予防サービス
整備推進会議
の開催数（回）
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高齢福祉課

高齢者を介護保険施設等で従事していただく介護支援ボランティアとして育成し、健康づくりや社会貢献など
の生きがいを創出し、介護予防を実現します。

シルバー人材センターに対する財政的支援を行い、事業の促進を図ります。

敬老の日がある９月に、75歳以上の方の長寿を祝う敬老会、100歳の方及び最高齢の方への市長の表敬訪
問、100歳以上の方への敬老記念品の贈呈を行います。

実績値

だれもが楽しみを持って幸せに暮らすことができる

市民同士の支え合い・助け合いの推進に向けて　（主な取組事業）

（訪問型）ＮＰＯ法人・公益社団法人等の住民主体による家事等の生活支援を提供します。
（通所型）ＮＰＯ法人・公益社団法人等の住民主体による体操・運動等の活動や、サロン等を実施します。

地域活動や生きがい活動など様々な活動を通して、高齢者の健康で豊かな生活の実現を支援します。
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